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What’s new? 
1. インアクティブな米国企業のデータがMarket Atlasで利用可能になりました

2. 企業検索対象設定に Optionsボタンが追加されました

3. 「お気に入り企業」を「アクティブリスト」に追加できるようになりました

4. Market Atlas のヘッダーにカスタムテキストが設定可能になりました 
5. 標準化された（Standardized）損益計算書と貸借対照表が拡張され、追加の勘定科目が

含まれるようになりました

6. 企業の業界比較ページの機能強化

7. 企業検索、概要、比較ページにベータ値の計算機能が追加されました

8. その他の機能強化/修正

1. インアクティブな米国企業のデータがMarket Atlasで利用可能になりました

インアクティブな企業を検索結果に含めるには、ページ上部の検索ボタンの横にある新しいOptions ボタンを使用

して、「Include Inactive Companies」にチェックを入れてください。

有効にすると、検索結果には、インアクティブな企業がタイトルに太字の [INACTIVE]が付いた状態で表示されます: 



インアクティブな企業については、最終取引日までの価格データに加え、事業内容・概要データ・価格チャート・

財務諸表・財務比率などのデータ セットも表示されます。

2. 企業検索対象設定に Optionsボタンが追加されました

前述の通り、企業検索ユニバースを制御するための新しい「Options」ボタンが追加されました。この機能によ

り、インアクティブ企業、米国企業およびETFの外国市場で取引されている銘柄の表示も選択できるようになり

ました。各項目は、チェックボックスで個別に有効化でき、必要に応じて複数選択も可能です。なお、これら

のユニバース設定は、初期状態では無効となっており、Market Atlasセッション内でのみ変更が反映されます。 

3. 「お気に入り」企業を「アクティブリスト」に追加できるようになりました

企業を表示している状態で、企業名の前の星印をクリックすると、その企業をアクティブリストに追加でき

ます。星印が塗りつぶされることで選択済となり、アクティブリストに登録されます。アクティブリストは、

画面上部からいつでもアクセス可能です。



企業がアクティブリストに保存されました : 

4. Market Atlas のヘッダーにカスタムテキストを設定可能に

Market Atlas のヘッダーにカスタムテキストを設定できるようになりました。このテキストはアプリケーション内の

すべてのページに表示されます。設定をご希望の際は、サイト管理者の方が、アカウント担当者へご連絡ください。 

5. 標準化された（Standardized）損益計算書と貸借対照表が拡張され、追加の勘定科目が含まれるようになりました

産業用テンプレートの損益計算書に追加された項目: 

• Depreciation/Amortization
• Interest Expense (Inc.), Net-Operating, Total
• Unusual Expense (Income)
• Other Operating Expenses, Total
• Interest Income (Exp.), Net-Non Operating, Total

産業用テンプレートの貸借対照表に追加された項目: 

• Prepaid Expenses
• Other Current Assets, Total
• Long Term Investments
• Notes Receivable – Long Term
• Other Long-Term Assets, Total
• Payable/Accrued
• Accrued Expenses



 

• Other Current Liabilities, Total
• Long Term Debt
• Capital Lease Obligations
• Other Liabilities, Total
• Redeemable Preferred Stock, Total
• Limited Partner
• ESOP Debt Guarantee
• Unrealized Gain/Loss
• Other Equity, Total

6. 企業の業界比較ページの機能強化

「Company/Analysis/Industry Peers」にある「Industry Peers」ページが強化され、以下の項目が追加されま

した: 

• 売掛金回収日数、在庫回転日数、買掛金支払日数およびキャッシュサイクル日数が Efficiency
レポートに追加されました。

• すべての業界比較レポートには、各データ列の下部に業界平均が表示されるようになりました。

企業の追加・削除など、レポートの変更に応じて平均値は自動的に再計算され、エクスポートされた

レポートにも反映されます。

7. 企業検索、概要、比較ページにベータ値の計算機能が追加されました

企業検索機能に、3年および5年のベータ値の計算が追加されました。どちらの計算も月次データに基づいており、

S&P 500を基準として算出されています。新しいベータ項目は、「Select Data Items list」の「Other Company 
Information」カテゴリから選択できます。5年のベータ値は、「Company Overview」ページと「 Company 
Comparison 」ページにも追加されています。



 

企業検索の「Select Data Items」に追加されたベータ項目: 

 Company Overviewページに表示されるベータ値の計算: 

8. その他の機能強化/修正

a. システム全体においてアクセシビリティがさらに向上しました。

b. 企業名の取得元が新しくなり、従来のソースで使用されていた略称の数が削減され

ました。

c. 「Country of Headquarters」検索選択リストにナイジェリアと南アフリカが追加されました。 
d. サプライ チェーン ページの注記が、より見やすくなるようににページ上部に移動されました。 
e. サプライ チェーンのグリッド列に表示される方向矢印が並べ替え可能になりました。

f. 企業検索結果を Excel にエクスポートする際、一部のデータが空白セルになる不具合が修正

されました。
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